




O V E R V I E W  /  概要

川で活動する際に気を付ける事や川でくらす生き物の観察の仕方
などをレクチャー。

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 野外活動

所要時間 90分

対応人数 60人程度

準備物等 運動着、帽子、スニーカー、水筒、
着替え、替えの靴等、救急セット、
ブルーシート、タオル

N O T E S  /  備考

ライフジャケットレンタル代300円

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

ライフジャケットの着用　川の歩き方　水生生物の採取と観察

STEP 02. 発展

採取した水生生物の観察

STEP 03. まとめ

川は楽しい場所であると同時に危険もある

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

川で遊ぼう
カワラバン
INSTRUCTOR

菅原正徳



O V E R V I E W  /  概要

上中下流による流れの様子の違いと地域の川にくらしている水生
生物の観察

対象者・参考教科

未就学児 小学校1～3年 小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 90分

対応人数 60人程度

準備物等 スクリーン　プロジェクター

N O T E S  /  備考

未就学児は水生生物の観察をメインに実施

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

上中下流それぞれの流れの特徴を学ぶ

STEP 02. 発展

地域の川にくらしている水生生物の観察する

STEP 03. まとめ

観察した水生生物から地域の環境を学ぶ

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

川に学ぼう
カワラバン
INSTRUCTOR

菅原正徳



O V E R V I E W  /  概要

身近な自然の観察を通して，道端にある植物が薬草になることを
理解し，植物の季節，利用の仕方，生物多様性とSDGｓを意識し
た私たちの生活のかかわりを学びます。

対象者・参考教科

小学校4～6年

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間
各45分 （講義45分，薬草園見学
等45分）

対応人数 ２５人程度

準備物等 講義：パソコン，スクリーン，プロ
ジェクター等
実習・見学：手袋，ルーペ等

N O T E S  /  備考

・実施場所：教室，野山，薬草園等
・講義のみの受講も可

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・身近な植物の多くが薬草として昔から健康維持・増進に利用され
ていることを理解します。

STEP 02. 発展

・薬草として利用される植物の季節，花，葉，根などの利用の仕方
を理解します。　

STEP 03. まとめ

・生物多様性を理解し，セルフメディケーションのひとつとして薬
草をもっと身近に感じよう。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

身近な薬草を知ろう
今野　勇

INSTRUCTOR

日本薬用植物友の会　副会長



O V E R V I E W  /  概要

世界農業遺産「大崎耕土」について、居久根（いぐね）、巧みな
水管理システム、農業と生きものの関わり、食文化と農文化、を
噛み砕いて説明します。　

対象者・参考教科

小学校4～6年

参考教科等：5年生社会科「くらしを支える食料生産」

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 30人程度

準備物等 電子黒板、パソコン

N O T E S  /  備考

対応期間：通年

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

大崎耕土の副読本やパソコンを使って説明をします。

STEP 02. 発展

これからの大崎耕土について考えます。

STEP 03. まとめ

説明の振り返りと感想をまとめます。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

世界農業遺産「大崎耕土」を知
ろう

高橋　のぞみ
INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務
局長



O V E R V I E W  /  概要

沼や田んぼの生きものを学校で展示して観察します。野外で生き
もの観察をする前の事前学習として最適です。　

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年

参考教科等：---

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 20人程度

準備物等 机、顕微鏡。コンセントから電力が
使用できる環境が必要

N O T E S  /  備考

実施期間：6月1日〜8月30日（要相談：左記以外の日程も相談可能）

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

蕪栗沼について解説します。

STEP 02. 発展

蕪栗沼にどんな生きものがいるのか、観察します。

STEP 03. まとめ

今日の一番の絵を作成します。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

生きもの出前授業
高橋　のぞみ

INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務局長



O V E R V I E W  /  概要

宮城県に飛来する冬の渡り鳥について、渡りのルートや越冬地、
絶滅の危機から復帰するまでのお話をします。宮城県の県の鳥で
ある雁について、昔話や身近な道具に残る言葉などを交えて詳し
く解説します。

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年

参考教科等：5年生国語「大造じいさんとがん」

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分

対応人数 制限なし

準備物等 パソコン、スクリーン、プロジェク
ター、マイクセット※ネット接続が
できる環境

N O T E S  /  備考

対象学年：全学年（5～6年生が適切）
対応期間：10月〜2月上旬　（要相談）

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

蕪栗沼について解説します。　

STEP 02. 発展

クイズ形式で渡り鳥について理解を深めます。

STEP 03. まとめ

マガンは全国で見られるわけではないことを学習します。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

渡り鳥について
高橋　のぞみ

INSTRUCTOR

　　　　　　NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務局長



O V E R V I E W  /  概要

身近な自然環境（山林、川、ため池、公園等）の観察会。自然の
大切さや自然の中で過ごす楽しさを体験します。山野草、昆虫・
水生生物、野鳥、季節等感じての生活、地元産業・農林漁業との
繋がりを学びます。地元を好きになる授業を心掛けます。

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年 大人

参考教科等：（小学校）生活、総合等、全学年 （大人）町内会や公
民館の行事

Main Visual

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動、現地見学

所要時間 90分、可能であれば　半日～１日

対応人数
25人程度、人数が多い場合は班分
割、時間分割

準備物等 自然観察会：観察対象によりその都
度連絡
講話：パソコン、スクリーン、プロ
ジェクター。
資料：原稿渡し

N O T E S  /  備考

事前に授業の狙いや前後の授業の流れを伺います。学校周辺の自然環境を調査した上、学年毎の授業を提案しま
す。学びでふるさとを好きになることに繋がることを期待します。林業や漁業への理解につながります。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

（例）3年生　学校近くの自然公園観察（ふるさと再発見）　観察
会―なんか楽しそう！・・・（パソコン・プロジェクター等使用）
教室で雰囲気づくりをして散策開始。

STEP 02. 発展

「みいつけた！」「これなあに？」・・・個々の感性を大切に積極
的な気づきを引き出していきます。

STEP 03. まとめ

活動を振り返り、感想や気づいたことを話し合います。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T  &  L I F E  D E PA R T M E N T

自然環境

地元の自然を楽しく
学ぼう

髙田　豊
INSTRUCTOR

元・宮城県こもれびの森森林科学館管理事務所長　　　　　　　　　　　宮城県
森林インストラクター









（仮称）みやぎエコ・エデュケーション・プログラム（MEEP：ミープ）メニュー 

 
 

MARE(Marine Activities Resources & Education) & Poseidon(Program Of Study Encouragement. Inquiry, Diversity and OceaN) 

アクティビティ説明 

対象/アクティビティ 内容 関連教科 

未就学児向け   

1.⽔がいっぱい 
実際に⽔をさわって、その性質に気づくアクティビティ。コ
ップの上にいっぱいに⼊れて表⾯張⼒を学んだり、いろいろ
な形の容器に⼊れてその流動性を理解したりする。 

・・・ 

⼩学校低学年向け   

2.海辺のシャレード 磯の⽣き物たちのことを学び、その⽣態を形態模写してから
だで表現する。 

⽣活 

3.タイドプールブギ 
タイドプールブギという磯の⽣き物をテーマにした歌を学
び、⾳楽にあわせて歌いながら、海辺のシャレードで学んだ
形態模写をダンスする。 

⽣活 
⾳楽 
体育 

4.ビーチコーミング 
〜舞台の上の砂 

実際の砂浜をケースのなかで再現して、砂浜に落ちているも
のの由来を知り、ゴミについても学ぶ。その後、砂にフォーカ
スしてどうやって砂ができるのかを学び、そのプロセスを絵
葉書で表す。 

⽣活 
国語 
図⼯ 

5.⿂をつくろう 
⿂が持ついろいろなパーツ(ヒレやエラなど)の機能を、着ぐ
るみで作った⿂にみんなでパーツを貼り付けていくことで学
ぶ。その後、機能を満⾜した思い思いの⿂の絵を描く。 

⽣活 
図⼯ 

⼩学校中学年むけ   

6.⽔⿃たちの 
ウェットランド⾷堂 

⾷べ物に対する⿃たちのクチバシの適応と、⽣息地の多様性、
⽣物の多様性を、体験的な学び合いによって理解を進める。
数を数える、グラフを読み取ることなども⾏い、研究報告と
はどういうものかということも知る。 

⽣活 
理科 
国語 
算数 

7.⾚い⿂を探せ 
光の７⾊についてと⽔の関係を知り、⾚い⿂が暗い場所にい
る理由を探る。海中での⾚い⾊の⾒え⽅を、潜⽔模擬体験を
して実感する。 

⽣活 
理科 
国語 
図⼯ 

8.⿂!サカナ!さかな! 

⿂の体の形やパーツなどを、いくつかの種類の⿂を⾒⽐べる
ことで理解を深め、その⿂がどういう場所に⽣息しどういう
⽣態をしているのかを推測する。実際に⿂に触れるアクティ
ビティ。 

⽣活 
理科 
国語 

9.海藻バイキング 
&海藻カルタ 

導⼊に海藻を説明したカルタを⾏い、振返りで海藻について
基礎知識を得る。海藻の持つ性質が私たちの⽇常⽣活に活⽤
されていることを、バイキング形式のアクティビティで学ぶ。 

⽣活 
理科 
国語 

⼩学校⾼学年むけ   

10.りんごと海 

りんごを地球にたとえて、それを切ることから陸と海の割合
や、私たちの飲料⽔を得る場所の⼤きさ、⾷料としての⿂を
得る場所の⼤きさなどを学ぶ。地球をふく⾵や⾃転、海流な
ども学ぶ。 

理科 
算数 



（仮称）みやぎエコ・エデュケーション・プログラム（MEEP：ミープ）メニュー 

 
 

11.廃棄物処理 
海に捨てられたゴミがどのようになっていくのかを予測し、
⽔槽を使って実際に捨ててみることで実感する。温度によっ
て⽔がどうなるか、対流という概念なども学ぶ。 

理科 
国語 

12.プランクトンレース 

プランクトンとはどういう⽣き物か、⽔中環境にどう適応し
て⽣息するのかを学ぶ。⽇常⽤品で⽔中に浮くプランクトン
もどきを作ってみることで、⾃然の不思議さを知る。浮⼒の
学習になる。 

図⼯ 
理科 

13.サメとの遭遇 

仮想の湾に⽣息するサメの個体数調査を⾏い、研究のベース
となるモニタリング調査とは何かを知る。実際の漁業とサメ
の⽣息数との関係、今後の漁業や私たちの⽣活がどうあるべ
きかを考える。 

算数 
理科 
社会 

14. サーモンラン 
(サケの回遊) 

サケの基礎知識を学んだ上で、サケの回遊をテーマに作成し
たすごろくを⾏って、⺟船に回帰することがいかに困難なこ
とか、その要因に⼈間活動があることを理解する。 

算数 
理科 
社会 

15.サンゴの 
テリトリーウォーズ 

サンゴ礁を題材に、⾃然環境の変化が⼈間の⾏動にどのよう
に、またどのくらい影響されているのかを、⾃分たちがサン
ゴになり縄張り争いのカードゲームで学んでいく。モニタリ
ング調査とはなにかということも知る。 

理科 
算数 
社会 

16.出会いはサンゴ礁 
ダイバーシティ 

サンゴ礁は、地球上で熱帯⾬林と並んで⽣物多様性のもっと
も豊かな場所である。⽣態系の多様性とはどういうことなの
かをカードあわせゲームを通して学ぶ。 

理科 

中学⽣以上むけ   

17.燃える 
ロッキーショアを守れ 

ロッキーショア(磯)に起こる磯焼けという環境問題と原因を
知り、⾃分が漁師になって模擬漁業を営むことで、その対処
⽅法を⾃分たちで探る。 

数学 
社会 

18.イルカ調査隊 イルカの個体識別調査はどのようにおこなわれるものなのか
を知るカードアクティビティ。 

科学 

19.その⿂の正体を探れ ⾃然科学・⽣物の研究とはどういうことを⾏うのかを、⿂カ
ードを使っての種分類模擬研究を通して学ぶ。 

科学 

20.潮の⾊、いろいろ 
⾚潮、⻘潮という海の環境問題を、それぞれの説明ワードと
して⽤意されたカードを並べ、⽂章として成⽴させていくこ
とで学びとる。 

科学 
社会 
国語 

 
 
 
 
 



OV E R V I E W  /  概要

① レプリカ海鮮丼をつくろう
② タコレクチャーとたこ焼き作り
③ 鮮魚水族館
④ 潮工房 など
三陸の海の食資源と環境学習を結びつけるプログラムで、食育にも通じています。①食品サン
プルで作った海鮮ネタを使った魚の生態と流通を学ぶもの、②特産のタコにフォーカスしたも
の、③未利用魚を活用した魚の生態・多様性を学ぶもの、④海からの恵みである塩を作ること
を通して自給の重要度とマイクロプラスチックにふれるものなどがあり、選択いただきます。

小学校4～6年 中高生 大人 参考教科等:

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学（対面）

所要時間 ６０分〜１２０分

対応人数
１０人〜３０人程度(相談
可)

準備物等 グループワークができるテー
ブ
ルセット、スクリーン、プロ
ジェ
クター

STEP 01. 導入

・人にとっての海から恵みは何だろう、海はなぜ大事
なのだろうという問いから、食を得てい
ることを導き出す。

STEP 02. 発展

・各プログラムの体験活動を行う-①食品サンプルで
海鮮丼作り②タコについて解説を受け、た
こ焼き作り③未利用魚を直に触っての観察会④塩作り

STEP 03. まとめ

・海からの恵みによって私たちの食が成立している
が、それは生き物たちが多様に、豊かに暮
らせる環境があるからだということを再認識する。

自然環境

三陸の海の食と環境を学ぶ
プログラム

平井和也
登米市環境教育リーダー　　　　　　　

特定非営利活動法人海の自然史研究所
チーフエデュケーター　　　　　　　　

元川と海のビジターセンター長



N O T E S  /  備考

▪対応期間：年中可
▪場所：調理実習室/こちらで実施場
所の手配も可(その際は借室代が発生
します)
▪材料(鮮魚)およびアシスタント代:一
人あたり500円〜1,000円程度
▪持ち物：筆記用具
▪服装：汚れてもいい動きやすい服
装、エプロン
*実施場所までの移動手段は各自で手
配願います。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前
講座

M I YA G I  P R E F E C T U R A L
G O V E R N M E N T

2011403eg
スタンプ



OV E R V I E W  /  概要

ニホンミツバチの生態や生涯、自然界での役割や人間との関わりについて学び、多様性や社会
性について考えます。

小学校4～6年 中高生 大人 参考教科等:

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動

所要時間 45分（追加体験＋4０分）

対応人数 20人程度

準備物等 ①プロジェクター、スクリー
ン、モニターなどPCスライ
ドが投影できる設備
②ミツロウラップ＝アイロン
③ミツロウクリーム＝湯煎設
備

STEP 01. 導入

ニホンミツバチの生態や生涯について学びます。小さ
な昆虫のコミュニケーションや社会性、 個性がある
ことを気付きます。

STEP 02. 発展

ニホンミツバチが暮らす環境や人間との関わりについ
て、蜜蝋の作り方の実演を行いながら 理解します。

STEP 03. まとめ

ニホンミツバチが暮らしやすい環境、多様性のある自
然環境について考えまとめます。
○追加体験
①ミツロウを使ってミツロウラップを制作します。洗
って繰り返し使えるラップを通じて、 　プラスチッ
クゴミについて考えます。 
②ミツロウを使ってミツロウクリームを制作します。
化粧品と環境についても触れます。

自然環境

「ニホンミツバチと多様性」を学
びながら、ミツロウでつくる暮ら
しのアイテム

森佳代子
合同会社もものわ



N O T E S  /  備考

・対象者により内容をアレンジしま
す。
・追加体験を行う場合、事前準備と
事後片付けに各40分お時間をいただ
きます。
・追加体験の場所は電源がとれる場
所、水の使用が可能な場所に限りま
す。
・追加体験は別途材料費が必要とな
ります。
（ミツロウラップ1,000円程度／
枚、ミツロウクリーム1,500円程度
／個）

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前
講座

M I YA G I  P R E F E C T U R A L
G O V E R N M E N T



O V E R V I E W  /  概要

日本の森林の現状、森林の持つ機能について理解し、人間の暮ら
しと森林がどのように関わってきたのかを体験しながら、これか
らの森林との関わり方について考えます。

対象者・参考教科

小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：---

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、野外活動

所要時間 45分（追加体験＋4０分）

対応人数 20人程度

準備物等 ①プロジェクター、スクリーン、モ
ニターなどPCスライドが投影できる
設備
②木工体験＝ブルーシート、鋸等

N O T E S  /  備考

○追加体験
①木の香りを使ったルームスプレーを作ります。
②簡単な木工体験（割る、削る、磨くなど）を通じて小物を製作します。

・対象者により内容をアレンジします。
・石巻市牡鹿半島の弊社管理森林での受入も可能です。
・追加体験を行う場合、事前準備と事後片付けに各30分お時間をいただきます。
・追加体験②の場所は木材が落ちるので汚れても良い場所に限ります。
・追加体験は別途材料費が必要となります。
（ルームスプレー2,000円程度／枚、木工小物1,000円程度／個）

STEP 01. 導入

日本の森林の現状、森林の持つ多面的機能について学びます。森林
が私たちにとって大切な存在であることに気付きます。

STEP 02. 発展

暮らしと森林の関わりについて、木でできた道具や木材に触れなが
ら考えます。五感を通して木の温もりや香りを体感し、人間にとっ
て木が有益であることに気付きます。

STEP 03. まとめ

適切な森林資源の活用が森林環境を守ることに繋がることを学びま
す。どんな活用方法ができるかを考えまとめます。

自然環境

森林と私たちの暮らし
森佳代子

INSTRUCTOR

合同会社もものわ






















